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事
業
が
61
億
円
、
そ
の
他
耐
震
対

策
事
業
が
17
億
円
。
耐
震
改
築
へ

の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
２
年
延

長
を
要
望
し
て
い
る
。

　

ま
た
教
育
・
研
究
装
置
等
の
整

備
に
１
６
７
億
円
（
同
１
１
３
億

円
増
）
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
の

う
ち
72
億
円
が
私
立
学
校
施
設
環

境
改
善
整
備
（
同
64
億
円
増
）、

17
億
円
（
同
４
億
円
増
）
が
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
設
備
整

備
費
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
私
立
学
校
施
設
・
設
備
の

整
備
の
推
進
の
要
求
額
３
２
９
億

円
の
う
ち
、
１
６
２
億
円
（
前
年

度
比
１
１
７
億
円
増
）
が
耐
震
化

等
の
促
進
の
た
め
の
予
算
で
、「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
の
３
年

目
と
し
て
、校
舎
等
の
耐
震
改
築
・

補
強
事
業
や
非
構
造
部
材
の
落
下

防
止
対
策
等
の
防
災
機
能
強
化
を

重
点
的
に
支
援
す
る
。
１
６
２
億

円
の
内
訳
は
、
耐
震
改
築
（
建
替

え
）
事
業
が
84
億
円
、
耐
震
補
強

家
計
急
変
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
経

済
的
理
由
で
児
童
生
徒
が
修
学
を

断
念
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
授

業
料
減
免
に
よ
り
支
援
す
る
事
業

等
を
要
求
し
て
い
る
。
③
特
別
支

援
学
校
等
の
教
育
の
推
進
に
必
要

な
経
費
を
支
援
す
る
特
定
教
育
方

法
支
援
事
業
は
33
億
円
（
同
２
億

円
増
）
の
要
求
。

内
訳
は
、
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
が
３
０
２
１
億
円
（
前
年

度
比
46
億
円
増
）、
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助

が
１
０
５
２
億
円
（
同
32
億
円

増
）、
私
立
学
校
施
設
・
設
備
の

整
備
の
推
進
が
３
２
９
億
円
（
同

２
３
０
億
円
増
）。
※
単
位
未

満
四
捨
五
入
の
た
め
合
計
額
が

４
４
０
２
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
私
立
高
等
学
校
等
経

常
費
助
成
費
等
補
助
の
内
訳
は
、

①
一
般
補
助
が
８
７
０
億
円
（
前

年
度
比
17
億
円
増
）
で
、
生
徒
等

１
人
当
た
り
補
助
単
価
の
増
額
等

を
要
求
し
て
い
る
。
②
特
別
補
助

は
１
４
９
億
円
（
同
13
億
円
増
）

で
、
個
別
最
適
な
学
び
を
目
指
し

た
学
習
環
境
の
整
備
や
、
外
部
人

材
を
配
置
す
る
学
校
へ
の
支
援
、

　

文
部
科
学
省
は
８
月
31
日
、
令

和
５
年
度
概
算
要
求
を
財
務
省
に

提
出
し
た
。一
般
会
計
の
総
額
は
、

前
年
度
比
６
１
３
０
億
円
（
11
・

６
％
）増
の
５
兆
８
９
４
９
億
円
。

財
政
投
融
資
計
画
で
は
、
日
本
私

立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
分
に

前
年
度
比
58
億
円
増
の
２
７
９
億

円
を
要
求
し
、
融
資
事
業
（
貸
付

見
込
額
）
と
し
て
前
年
度
比
30
億

円
増
の
６
０
０
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

私
学
助
成
関
係
予
算
要
求
額

は
前
年
度
比
３
０
７
億
円
（
７
・

５
％
）
増
の
４
４
０
１
億
円
で
、

ほ
か
に
耐
震
化
等
の
促
進
に
関
す

る
国
土
強
靭
化
関
係
分
に
つ
い
て

は
要
求
額
が
示
さ
れ
て
い
な
い
事

項
要
求
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
学
助
成
関
係
予
算
要
求
の

政
府
は
一
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
五
年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
「
私
立
高

等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
」
は
前
年
度
比
十
九
億
円
（
一

・
九
％
）
増
の
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。

「
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
」
一
千
二
十
二
億
一

千
四
百
万
円
の
内
訳
は
、
一
般
補

助
が
八
百
八
十
九
億
四
千
七
百
万

円
、
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
等

の
特
別
補
助
が
百
六
億
三
千
六
百

万
円
、
特
定
教
育
方
法
支
援
事
業

が
二
十
六
億
三
千
百
万
円
。

特
別
補
助
で
は
、
い
じ
め
問
題

等
に
対
応
し
教
育
相
談
体
制
の
整

備
を
行
う
取
り
組
み
や
、
教
育
の

国
際
化
を
推
進
す
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
拡
充
、
特
別
支
援
教
育
に

係
る
活
動
の
充
実
に
対
す
る
補
助

の
創
設
を
行
う
。

ま
た
、
一
般
補
助
の
生
徒
等
一

人
当
た
り
単
価
は
幼
稚
園
か
ら
高

校
ま
で
で
前
年
度
比
〇
・
七
％
増

額
し
て
い
る
。

「
私
立
高
等
学
校
等
の
施
設
整

備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
一
億
六

千
八
百
七
十
七
万
七
千
円
。
こ
れ

に
復
興
特
別
会
計
分
四
十
五
億
五

千
八
百
四
万
九
千
円
を
加
え
る
と

前
年
度
比
三
・
二
％
減
の
約
四
十

七
億
二
千
七
百
万
円
と
な
る
。

こ
れ
は
、
私
立
高
校
等
の
施
設

の
高
機
能
化
や
防
災
機
能
強
化
、

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
耐
震
補
強
に
関
し

て
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
補
助

対
象
事
業
費
の
上
限
を
外
す
。
そ

の
ほ
か
の
事
業
で
は
補
助
対
象
事

業
費
の
下
限
額
の
緩
和
を
行
う
。

「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
整
備
推
進
事
業
」
は
一
億
四
千

七
百
万
円
で
前
年
度
比
八
〇
・
〇

％
の
減
額
。「
私
立
学
校
施
設
高

度
化
推
進
事
業
費
補
助
」
は
前
年

度
比
六
・
二
％
減
の
十
九
億
六
千

八
百
万
円
。

施
設
・
設
備
関
係
の
補
助
金
が

前
年
度
に
比
べ
大
幅
に
減
額
さ
れ

て
い
る
の
は
、
経
済
対
策
と
し
て

二
十
四
年
度
補
正
予
算
で
施
設
設

備
関
係
補
助
が
大
幅
増
額
さ
れ
た

た
め
。「
私
立
学
校
教
員
研
修
費

等
補
助
（
日
本
私
学
教
育
研
究
所

研
究
事
業
費
等
補
助
）」
は
、
前

年
度
と
同
額
の
一
千
九
百
三
十
万

二
千
円
と
な
っ
た
。
同
研
究
所
が

実
施
す
る
初
任
者
研
修
事
業
と
経

験
者
研
修
事
業
、
研
究
事
業
の
費

用
の
一
部
を
国
が
補
助
す
る
も

の
。一

方
、
政
府
の
平
成
二
十
四
年

度
補
正
予
算
は
、
二
月
二
十
六
日

に
参
議
院
で
可
決
、
成
立
し
て
い

る
。
私
学
関
係
予
算
額
は
総
額
で

約
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
る
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
校
等
の
施

設
整
備
費
に
対
す
る
補
助
」
は
四

十
九
億
二
千
七
百
万
円
。「
私
立

高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設
備
整
備

推
進
事
業
」
は
十
九
億
八
千
四
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

私
立
学
校
も
対
象
と
な
る
理
科
教

育
設
備
整
備
費
等
補
助
百
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
は
公
私
立
の

小
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程
、
特
別
支
援
学
校
小
・
中
学

部
に
お
け
る
理
科
教
育
設
備
整
備

を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率
は
二

分
の
一
（
沖
縄
県
は
四
分
の
三
）。

第
七
期
中
央
教
育
審
議
会
が
発

足
し
、
二
月
二
十
七
日
に
は
東
京

・
虎
ノ
門
の
東
海
大
学
校
友
会
館

で
第
七
期
初
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
第
七
期
の
委
員
は
三
十
人
。

本
連
合
会
の
吉
田
晋
会
長
（
富
士

見
丘
中
学
高
校
長
）
が
委
員
に
任

命
さ
れ
た
。
二
月
十
五
日
発
令
、

任
期
は
二
年
間
。
今
後
、
分
科
会

や
部
会
等
に
属
し
、
教
育
改
革
論

議
を
続
け
て
い
く
。

平
成
二
十
五
年
度
の
私
立
高
校

等
経
常
費
助
成
に
係
る
地
方
交
付

税
措
置
案
が
こ
の
ほ
ど
内
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
交
付

税
に
よ
る
財
源
措
置
額
は
前
年
度

比
一
・
二
％
、
六
十
五
億
円
増
の

五
千
六
百
十
四
億
円
。
こ
の
中
に

は
私
立
高
校
生
徒
授
業
料
軽
減
費

分
百
十
億
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
二
二
・
二

％
、
二
十
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
措
置
と
私
立
高
等

学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
（
国

庫
補
助
）
を
合
わ
せ
た
私
立
高
校

等
に
対
す
る
財
源
計
画
全
体
は
、

前
年
度
比
八
十
一
億
七
千
六
百
万

円
（
一
・
二
％
）
増
の
六
千
六
百

三
十
六
億
一
千
四
百
万
円
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主な内容
平
成
２５
年
度
私
学
関
係
予
算
案
等
…
２
・
３
面

第
５
回
と
第
６
回
常
任
理
事
会
…
…
…
４
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私立高校等
関係政府予算

平

成

２５
年
度

経
常
費
補
助
、約
１
０
２
２
億
円

２４
年
度

補
正
で

施
設
設
備
補
助
大
幅
増

地方交付税措置
案も明らかに

前
年
度
比

１.２
％
増
の
５
６
１
４
億
円

私
立
高
校

生
徒
授
業
料
軽
減
費
分
１１０
億
円

吉
田
本
連
合
会
長
が
中
教
審
委
員
に
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主な内容
４
月
10
日
現
在
生
徒
数
調
査
結
果�

３
面

６
・
７
月
常
任
理
事
会�

４
面

５
月
理
事
会
・
評
議
員
会�

５
面

日
私
教
研
だ
よ
り�

８
面

（� ）

　

令
和
６
年
度
か
ら
学
習
者
用
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
の
本
格
的
導
入
が

計
画
さ
れ
て
い
る
中
で
、
文
部
科

学
省
は
令
和
５
年
度
概
算
要
求
で

「
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
普

及
促
進
事
業
」
に
前
年
度
と
同
じ

約
23
億
円
を
要
求
し
て
い
る
。

　

内
訳
は
、①
学
び
の
保
障
・
充

実
の
た
め
の
学
習
者
用
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
実
証
事
業
が
約

20
億
３
３
０
０
万
円
、
②
学
習
者

用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
・
影

響
等
に
関
す
る
実
証
研
究
事
業
が

約
２
億
６
１
０
０
万
円
。

　

こ
の
う
ち
①
は
、
国
・
公
・
私

立
小
（
５
・
６
年
生
）・
中
学
校
（
全

学
年
）
等
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

提
供
し
、
普
及
促
進
を
図
る
事
業

で
、
英
語
に
つ
い
て
は
全
て
の

小
・
中
学
校
等
に
、
も
う
１
教
科

を
一
部
の
小
・
中
学
校
等
に
提
供

す
る
。
提
供
校
か
ら
は
令
和
５
年

度
に
生
じ
た
課
題
の
改
善
状
況
や

全
国
的
な
提
供
に
当
た
っ
て
生
じ

る
新
た
な
課
題
等
に
つ
い
て
報
告

を
求
め
る
。
同
事
業
は
教
科
書
発

行
者
等
に
業
務
委
託
す
る
。

　

一
方
、②
の
実
証
研
究
事
業
は
、

①
の
事
業
の
対
象
校
に
対
し
て
、

全
国
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
導
入
効

果
や
傾
向
・
課
題
等
の
分
析
を
行

う
ほ
か
、
①
の
事
業
の
対
象
以
外

の
学
年
・
教
科
に
つ
い
て
も
、
一

部
の
学
校
に
対
し
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
を
提
供
し
、
傾
向
分
析
、
効
果

検
証
等
を
行
う
。

　

そ
の
ほ
か
実
証
研
究
校
で
の
詳

細
な
調
査
に
よ
る
ミ
ク
ロ
な
視
点

か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
使
用

に
よ
る
効
果
・
影
響
の
検
証
を
行

い
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
に
資
す
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

効
果
的
な
活
用
方
法
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
。
同
事
業
に
つ
い
て

は
民
間
企
業
等
１
団
体
に
業
務
委

託
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
文
科
省
は
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
・
デ
ジ
タ
ル
教
材
等
の

活
用
の
た
め
の
通
信
環
境
の
調
査

研
究
を
、
令
和
５
年
度
、
新
た
に

実
施
す
る
計
画
で
、
そ
の
た
め
の

予
算
約
６
億
円
を
概
算
要
求
に
盛

り
込
ん
で
い
る
。

文部科学省

令
和
５
年
度
概
算
要
求
を
提
出

私
立
高
等
学
校
等
経
常

費
助
成
費
等
補
助
要
求
額

１
０
５
２
億
円

全
て
の
小
・
中
学
校
等
に
提
供

「
英
語
」
の
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
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学
び
や
、
新
し
い
時
代
の
学
び
を

創
造
す
る
。
９
校
（
継
続
校
分
を

含
む
）
を
選
定
し
、
１
校
当
た
り

６
０
０
万
円
を
支
援
す
る
。
③
は

民
間
団
体
等
に
事
業
実
施
を
委
託

す
る
。

　

◇
学
校
保
健
の
推
進
と
感
染
症

対
策
支
援
＝
令
和
５
年
度
要
求
額

は
６
億
３
１
０
０
万
円
＋
事
項
要

求
。
消
毒
液
や
保
健
衛
生
用
品
等

の
整
備
等
に
必
要
な
経
費
を
補
助

す
る
な
ど
。
国
公
私
立
の
小
・
中
・

高
校
等
が
対
象
。

　

◇
日
本
私
学
教
育
研
究
所
研
究

事
業
費
等
補
助
＝
要
求
額
は
前
年

度
同
額
の
２
０
１
８
万
９
千
円
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
全
国
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
）。
①
は
学

際
領
域
や
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
な

ど
新
し
い
普
通
科
を
設

置
予
定
の
高
校
を
支
援

す
る
。
国
公
私
立
の
40

校
（
継
続
校
分
を
含

む
）
を
選
定
し
、
１
校

当
た
り
５
６
０
万
円
を

支
援
す
る
。
②
は
教
科

等
横
断
的
な
学
び
の
実

現
に
よ
る
資
質
・
能
力

の
育
成
、
遠
隔
・
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
を
活
用
し

た
新
た
な
方
法
に
よ
る

前
年
度
よ
り
１
億
円
増
の
３
億

円
。
事
業
内
容
は
、
①
普
通
科
改

革
支
援
事
業
、
②
創
造
的
教
育
方

法
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
③
高
校

支
援
等
。

　

③
は
、
前
年
度
比
11
億
１
千
万

円
増
の
１
６
２
億
２
１
０
０
万

円
を
要
求
し
て
い
る
。
別
表
の

通
り
非
課
税
世
帯
の
生
徒
に
つ

い
て
国
公
立
・
私
立
と
も
給
付

額
（
年
額
）
を
３
３
０
０
円
か
ら

１
万
８
１
０
０
円
の
幅
で
引
き
上

げ
て
い
る
。

　

◇
新
時
代
に
対
応
し
た
高
等
学

校
改
革
推
進
事
業
＝
要
求
額
は

円
。
基
本
的
制
度
に
変
更
は
な
い

が
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

世
帯
の
収
入
が
著
し
く
低
下
し
た

場
合
の
支
援
の
仕
組
み
を
創
設

す
る
。
②
は
都
道
府
県
事
業
等

に
対
す
る
補
助
で
、
要
求
額
は

前
年
度
比
５
６
０
０
万
円
減
の

７
億
１
５
０
０
万
円
。
高
校
等

で
学
び
直
す
者
（
補
助
率
10
分
の

10
）、
高
校
等
専
攻
科
の
生
徒(
補

助
率
２
分
の
１)

に
対
す
る
修
学

　

文
科
省
の
令
和
５
年
度
概
算
要

求
の
う
ち
、
私
学
助
成
関
係
以
外

の
主
な
予
算
要
求
は
次
の
通
り
。

　

◇
高
校
生
等
の
修
学
支
援
＝
令

和
５
年
度
要
求
額
は
、
①
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
等
、
②
高
等

学
校
等
修
学
支
援
事
業
費
補
助

金
、
③
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
を

合
わ
せ
て
約
４
３
１
３
億
円
（
前

年
度
比
13
億
円
増
）。
こ
の
う
ち

①
は
４
１
４
３
億
円
６
８
０
０
万

　

文
部
科
学
省
は
８
月
末
日
ま
で

に
11
項
目
か
ら
な
る
令
和
５
年
度

税
制
改
正
要
望
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。
こ
の
う
ち
私
立
高
校
等
に

関
係
す
る
主
な
要
望
事
項
は
、
①

教
育
資
金
の
一
括
贈
与
を
受
け
た

場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
の

拡
充
（
金
融
庁
と
の
共
同
要
望
）、

②
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度

の
見
直
し
に
伴
う
税
制
上
の
所
要

の
措
置
。

　

こ
の
う
ち
①
で
は
、
以
下
の
拡

充
措
置
を
要
望
し
て
い
る
。

　

祖
父
母
等
か
ら
孫
等
に
一
括
贈

与
さ
れ
た
教
育
資
金
の
贈
与
税
の

非
課
税
措
置
に
つ
い
て
、
適
用
期

限
を
２
年
間
延
長
し
、
現
行
の
非

課
税
上
限
額
１
５
０
０
万
円
を

２
千
万
円
ま
で
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
１
５
０
０
万
円
を
超
え
る

分
の
贈
与
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の

５
％
以
上
の
額
を
学
校
法
人
・
公

益
法
人
等
に
別
途
寄
附
し
た
こ
と

を
条
件
に
利
用
可
能
と
す
る
。

　

拠
出
後
の
資
金
の
運
用
を
促
進

す
る
た
め
、
運
用
を
目
的
外
使
用

と
し
て
損
益
に
課
税
す
る
現
行
の

取
り
扱
い
を
変
更
し
、
一
定
の
投

資
商
品
に
係
る
運
用
損
失
に
つ
い

て
は
非
課
税
と
す
る
。
拠
出
後
の

資
金
か
ら
学
校
法
人
・
公
益
法
人

等
に
寄
附
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も

非
課
税
と
す
る
。

　

非
課
税
の
対
象
と
な
る
教
育
費

に
つ
い
て
、
23
歳
以
上
の
受
贈
者

に
関
し
、
現
行
制
度
は
教
育
訓
練

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
「
講

座
」が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
が
、

同
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
り
う

る
「
資
格
・
検
定
」
に
つ
い
て
も

非
課
税
と
す
る
。

　

一
括
贈
与
さ
れ
た
教
育
資
金
の

非
課
税
措
置
に
関
し
て
は
、
年
間

約
１
万
件
の
新
規
の
信
託
契
約
が

あ
り
、
累
計
で
は
約
25
万
件
、
信

託
設
定
額
は
約
１
兆
９
千
億
円

（
う
ち
引
き
出
し
額
は
約
８
千
億

円
）
の
実
績
。
今
な
お
強
い
ニ
ー

ズ
が
あ
り
、
教
育
投
資
や
経
済
活

性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

②
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
４
月
か

ら
、
支
給
年
度
の
途
中
に
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
の
生
徒
等
に
対
し

て
も
就
学
支
援
金
を
支
給
す
る
こ

と
と
す
る
制
度
改
正
に
伴
い
、
こ

れ
ら
の
対
象
者
に
つ
い
て
も
、
公

課
禁
止
及
び
滞
納
処
分
に
よ
る
差

し
押
さ
え
禁
止
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

【令和５年度概算要求　給付額】

世帯区分 給付額（年額）
国公立 私　立

生活保護受給世帯
　全日制等・通信制 32,300 円 52,600 円

非課税世帯
　全日制等（第１子）

114,100 円
（＋ 18,100 円）
→ 132,200 円

134,600 円
（＋ 14,000 円）
→ 148,600 円

非課税世帯
　全日制等
　（第２子以降※）

143,700 円
（＋ 3,300 円）
→ 147,000 円

152,000 円
（＋ 3,800 円）
→ 155,800 円

非課税世帯
　通信制・専攻科

50,500 円
（＋ 3,300 円）
→ 53,800 円

52,100 円
（＋ 3,800 円）
→ 55,900 円

※ 15歳以上 23歳未満の兄弟姉妹がいる場合

文部科学省令和
５年度概算要求

奨
学
給
付
金
を
増
額

高
校
生
等

高
校
等
就

学
支
援
金

家
計
急
変
に
支
援
創
設

文
部
科
学
省
令
和
５
年
度
税
制
改
正
要
望

教
育
資
金
の
贈
与
税
の
非
課
税
措
置
延
長
拡
充
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べ
１
７
６
人
減
少
し
た
。

　

高
校
・
中
等
教
育
学
校
の
学
校

数
は
、
前
年
度
と
同
数
の
１
３
３ 

８
校
だ
っ
た
。
岐
阜
県
で
新
設
が

１
校
あ
っ
た
が
、
広
島
県
で
１
校

が
廃
校
と
な
っ
た
。

　

私
立
中
学
校
・
中
等
教
育
学

校（
前
期
課
程
）・
義
務
教
育
学
校

の
令
和
４
年
度
入
学
者
数
は
、

８
万
４
７
１
８
人
で
、
前
年
度
と

比
べ
て
７
２
８
人（
０
・
９
％
）増

加
。
都
道
府
県
別
で
は
前
年
度
と

比
べ
て
21
都
府
県
で
増
加
、
23
道

府
県
で
減
少
し
た
。
残
り
は
私
立

中
学
校
が
な
い
県
と
入
学
者
数
が

前
年
度
と
同
数
の
県
。
総
生
徒
数

は
25
万
４
３
４
人
で
、
前
年
度
と

比
べ
て
１
３
０
７
人（
０
・
５
％
）

増
加
し
た
。
私
立
中
学
校
・
中
等

教
育
学
校
（
前
期
課
程
）・
義
務

教
育
学
校
の
学
校
数
は
７
９
８
校

で
、
前
年
度
と
比
べ
て
２
校
増
加

し
た
。
青
森
県
、石
川
県
、長
野
県

で
１
校
ず
つ
新
設
が
あ
り
、
愛
知

県
で
廃
校
が
１
校
あ
っ
た
。

　

本
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、「
令

和
４
年
４
月
10
日
現
在
都
道
府
県

別
私
立
高
等
学
校
・
中
学
校
生
徒

数
と
前
年
度
と
の
比
較
」
を
ま
と

め
た
。
こ
の
調
査
は
、
本
連
合
会

が
各
都
道
府
県
私
学
協
会
の
協
力

を
得
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
、全
国
の

私
立
高
等
学
校（
全
日
制
・
定
時

制
）・
中
等
教
育
学
校（
後
期
課
程
）

の
令
和
４
年
度
入
学
者
数
は
35 

万
２
６
５
２
人
で
、
前
年
度
と

比
べ
９
９
６
３
人
（
２
・
９
％
）

増
え
た
。
こ
の
著
し
い
増
加
は
、

昨
年
度
の
公
立
中
学
校
の
３
年

生
生
徒
数
が
、
対
前
年
度
で
約

２
万
４
千
人
増
加
し
た
こ
と
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
都
道
府
県
別
で
は
39
都

道
府
県
で
増
加
、
減
少
は
８
県

に
と
ど
ま
っ
た
。
総
生
徒
数
は

１
０
１
万
１
９
９
８
人
、
前
年
度

と
比
べ
て
４
２
９
０
人
（
０
・

４
％
）増
加
し
た
。専
攻
科
生
徒
数

は
５
７
８
０
人
で
、
前
年
度
と
比

令和4年4月10日現在都道府県別私立高等学校・中学校生徒数と前年度との比較
都道
府県

高校・中等教育学校
学校数 

(　) は全日制休校数
で内数

高校等生徒数（人）
［私学協会調査］ 対前年度増減数（人） 中学・中等教育学校

・義務教育学校数 
(　) は休校数で内数

中学校等生徒数（人）
［私学協会調査］ 対前年度増減数（人）

１学年 総生徒数 １学年 総生徒数 １学年 総生徒数 １学年 総生徒数
北海道 50 10,420 30,122 283 4 16（2） 1,009 3,041 ▲ 4 19
青森 17 2,805 7,816 232 ▲ 15 6 205 592 6 26
岩手 13 2,326 6,477 246 139 3 83 246 5 ▲ 1
宮城 19 5,876 16,322 479 287 8 456 1,328 19 ▲ 36
秋田 5 773 2,137 82 53 1（1） － － － －
山形 14 3,354 9,133 318 205 － － － － －
福島 18（1） 3,647 10,292 147 106 8 231 687 ▲ 12 ▲ 42
新潟 16 4,332 12,470 114 ▲ 240 4（1） 223 642 ▲ 2 12
茨城 27 7,168 20,744 301 174 15（1） 1,483 4,251 126 147
栃木 15 4,955 14,776 ▲ 191 ▲ 248 8 459 1,411 10 ▲ 39
群馬 13 4,195 12,294 146 ▲ 285 6 452 1,311 23 2
埼玉 48 18,455 53,027 550 127 31 3,242 9,742 8 ▲ 5
千葉 55 17,113 47,752 1,153 700 25 3,613 10,557 114 103

神奈川 82（2） 24,719 70,563 1,309 566 66（5） 8,784 26,114 ▲ 55 ▲ 17
東京 237（3） 59,584 171,371 1,763 ▲ 310 187（4） 27,513 79,924 815 1,450
富山 10 1,873 5,417 ▲ 13 ▲ 90 1 63 208 ▲ 8 ▲ 38
石川 10（1） 3,045 8,631 107 ▲ 68 4（1） 272 537 126 154
福井 7 2,109 6,398 ▲ 42 69 4 136 432 ▲ 15 ▲ 3
山梨 11 2,239 6,480 13 31 8（1） 382 1,129 ▲ 3 9
長野 18 3,560 10,438 ▲ 27 ▲ 74 10 426 1,309 ▲ 37 29
岐阜 16 3,734 11,022 ▲ 95 70 9 516 1,540 8 57
静岡 43（1） 11,322 32,361 184 762 28（1） 1,702 5,095 ▲ 22 ▲ 60
愛知 56 21,275 61,112 475 718 22（2） 3,357 10,136 ▲ 16 ▲ 9
三重 14 3,621 10,431 115 209 10 765 2,424 ▲ 71 ▲ 61
滋賀 11 2,840 8,297 19 116 7 508 1,657 ▲ 76 ▲ 18
京都 40（1） 10,729 31,468 43 ▲ 82 26（2） 2,954 8,738 61 ▲ 7
大阪 97 31,723 91,719 317 444 62 7,158 21,569 ▲ 47 ▲ 69
兵庫 52（1） 11,180 32,363 219 ▲ 238 43（5） 4,110 12,402 ▲ 131 ▲ 67
奈良 17 3,304 9,767 64 ▲ 137 12（1） 1,528 4,657 ▲ 63 ▲ 68

和歌山 9 1,493 4,452 ▲ 53 ▲ 30 7 731 2,195 ▲ 12 15
鳥取 8 1,365 3,754 84 196 3 131 340 23 19
島根 10 1,337 3,748 52 ▲ 14 3 75 223 ▲ 12 ▲ 8
岡山 24 5,503 15,747 278 ▲ 84 11 808 2,445 ▲ 47 ▲ 9
広島 35 8,172 23,453 62 320 29（4） 2,635 7,738 24 88
山口 20 3,205 9,353 25 ▲ 154 8 412 1,184 36 96
徳島 3 252 698 ▲ 18 ▲ 38 2 151 392 15 1
香川 10 2,086 6,036 ▲ 18 ▲ 74 5（1） 302 879 11 ▲ 66
愛媛 13 2,999 8,435 165 ▲ 75 5 493 1,534 ▲ 29 ▲ 36
高知 9 1,821 5,199 63 121 8（1） 978 2,975 ▲ 40 ▲ 64
福岡 60 18,072 51,905 179 280 28 2,456 7,360 ▲ 47 ▲ 45
佐賀 9 2,043 5,706 125 24 6 445 1,282 22 ▲ 42
長崎 22 3,904 11,060 150 ▲ 42 16（4） 600 1,824 2 ▲ 85
熊本 21 5,749 16,174 254 76 8 494 1,413 24 ▲ 41
大分 14 3,056 8,721 28 131 4 222 655 ▲ 13 ▲ 25
宮崎 15 3,236 9,007 185 394 9 712 2,136 ▲ 42 35

鹿児島 21 5,057 14,424 29 266 10 670 1,873 54 ▲ 15
沖縄 4 1,026 2,926 62 0 6 773 2,307 0 21
計 1,338（10） 352,652 1,011,998 9,963 4,290 798（37） 84,718 250,434 728 1,307

計のうち高校全日制生徒数 350,775 1,006,465 対前年度
2.9% 増

増加都道府県
39

対前年度
0.4% 増

増加道府県
27

計のうち中学校
生徒数 83,408 246,467 対前年度

0.9% 増
増加都府県

21

対前年度
0.5% 増

増加都道県
18

計のうち高校定時制生徒数 736 2,348 計のうち中等教育学校
（前期課程）、義務教育
学校生徒数

1,310 3,967計のうち中等教育学校（後期課程）
生徒数 1,141 3,185

注 : ⑴中等教育学校（後期課程）を含む。⑵通信制を除く。⑶分校を含む。⑷専攻科生徒数は、令和 3 年度 5,956 人（外数）、令和 4 年度 5,780 人（外数）。
⑸学校数は高校全日制・定時制併置校、中等教育学校（後期課程）はそれぞれ 1 校とする。（６）中等教育学校（前期課程）、義務教育学校を含む。

本
連
合
会
・
私
学
協
会
が
調
査

４
月
10
日
現
在
の
生
徒
数
ま
と
め
る

高
校
等
生
徒
数
101
万
人
超
に

中
学
校
等
生
徒
数
も
前
年
度
比
増
加
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の
拡
充
強
化
の
５
点
の
概
要
を
説

明
。こ
の
要
望
案
は
承
認
さ
れ
た
。

続
く
部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、

福
島
事
務
局
長
が
私
学
振
興
全
国

大
会
を
、
来
る
11
月
９
日
（
水
）

東
京
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私

学
会
館
）
に
お
い
て
実
施
を
報
告

さ
れ
た
。

　

後
に
一
般
財
団
法
人
日
本
私
学

教
育
研
究
所
の
平
方
所
長
が
、
今

後
の
研
修
予
定
等
を
紹
介
し
た
。

成
費
等
に
対
す
る
補
助
の
拡
充
強

化
、
②
私
立
高
等
学
校
等
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
対
す
る

補
助
の
拡
充
強
化
、
③
私
立
高
等

学
校
等
施
設
の
耐
震
化
及
び
コ
ロ

ナ
禍
、
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
に
お

け
る
空
調
・
換
気
設
備
等
に
対
す

る
補
助
の
拡
充
強
化
、
④
私
立
中

学
高
等
学
校
の
就
学
支
援
金
の
拡

充
強
化
、
⑤
日
本
私
学
教
育
研
究

所
研
究
事
業
費
等
に
対
す
る
補
助

て
い
た
。
続
け
て
、
令
和
４
・
５

年
度
会
務
分
掌
が
報
告
さ
れ
、
各

部
会
長
等
が
決
定
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
福
島
事
務
局
長
よ

り
「
令
和
５
年
度
私
立
高
等
学
校

等
関
係
政
府
予
算
に
関
す
る
要
望

（
案
）」
に
つ
い
て
、
こ
の
要
望
案

は
、
教
育
内
容
の
向
上
、
学
校
経

営
の
健
全
性
の
確
保
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
基
本
と
し
て
作
成
。

①
私
立
高
等
学
校
等
の
経
常
費
助

役
員
人
事
等
に
つ
い
て
、
地
区
推

薦
常
任
理
事
の
運
営
役
員
へ
の
選

任
に
伴
う
補
充
常
任
理
事
を
報
告

し
、
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
人

事
は
５
月
９
日
の
理
事
会
で
選
任

権
限
が
常
任
理
事
会
へ
委
譲
さ
れ

も
あ
る
が
、秋
の
臨
時
国
会
提
出
・

成
立
に
向
け
て
い
る
と
し
た
。
出

席
者
か
ら
理
事
・
評
議
員
の
選
任

の
在
り
方
等
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

　

次
に
吉
田
会
長
が
議
長
と
な
り

議
事
を
進
行
。
福
島
事
務
局
長
が

　

本
連
合
会
は
７
月
19
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
２

回
常
任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
文
部
科
学
省
よ
り
、
私

立
学
校
法
改
正
法
案
に
関
す
る
説

明
が
行
わ
れ
た
。
滝
波
私
学
行
政

課
長
よ
り
、今
回
の
改
正
法
案
は
、

学
校
法
人
に
お
け
る
円
滑
な
業
務

執
行
、
幅
広
い
関
係
者
の
意
見
反

映
、逸
脱
し
た
業
務
執
行
の
防
止
・

是
正
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
大
学
所
轄
学
校
法
人
と
知
事

所
轄
学
校
法
人
の
区
分
ご
と
の
対

応
を
説
明
。
未
だ
検
討
す
る
部
分
　

本
連
合
会
は
、６
月
24
日
、市
ヶ

谷
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ

谷
で
第
１
回
常
任
理
事
会
を
開
催

し
た
。

　

冒
頭
、
吉
田
会
長
は
、「
令
和

４
・
５
年
度
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
。
本
年
度
も
宜
し
く
お
願

い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
こ
の

日
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
報
告

が
あ
り
、
始
め
に
、
文
科
省
の
安

井
順
一
郎
・
初
等
中
等
教
育
局
教

科
書
課
長
か
ら
、
「
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
今
後
の
在
り
方
等
に
関
す

る
検
討
会
議
」
の
第
１
次
報
告

で
、
令
和
６
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
を
本
格
導
入
す
べ
き
と
の

提
言
を
受
け
、
中
教
審
の
「
教
科

書
・
教
材
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
在
り

方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
で
今

後
の
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
と
説
明
が
あ
っ
た
。　

　

続
い
て
、
八
田
和
嗣
・
高
等
教

育
局
私
学
部
私
学
助
成
課
長
か

ら
、
私
立
小
中
高
校
の
１
人
１
台

端
末
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
度
末
で
完
了
済
42
％
、
４

年
度
末
ま
で
完
了
予
定
11
％
、
５

年
度
末
ま
で
完
了
予
定
16
％
、
６

年
度
末
ま
で
完
了
予
定
13
％
、
残

り
18
％
が
未
定
で
あ
り
、
保
護
者

等
購
入
が
最
も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

等
総
合
緊
急
対
策
は
、
内
閣
府
が

取
り
ま
と
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
生
活
者
や
事
業
者
の
負

担
軽
減
支
援
で
あ
れ
ば
幅
広
く
活

用
出
来
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
福
島
事
務
局
長
が
、

令
和
４
・
５
年
度
役
員
等
人
事
に

つ
い
て
、
地
区
選
出
副
会
長
、
地

区
推
薦
常
任
理
事
、
会
長
推
薦
常

任
理
事
等
を
報
告
し
、
承
認
さ
れ

る
と
共
に
、
令
和
４
・
５
年
度
運

営
役
員
と
令
和
４
・
５
年
度
会
務

分
掌
が
決
定
し
た
。
来
年
度
の
政

府
予
算
概
算
要
求
へ
の
対
応
は
、

経
常
費
助
成
費
等
補
助
の
拡
充
と

共
に
、
補
正
予
算
の
確
保
を
図
る

と
説
明
し
、
今
年
度
か
ら
の
私
立

小
中
学
校
等
の
家
計
急
変
世
帯
へ

の
支
援
事
業
は
都
道
府
県
に
制
度

が
無
い
と
活
用
出
来
な
い
た
め
文

科
省
が
調
査
し
た
結
果
、
ほ
と
ん

ど
の
県
は
制
度
が
あ
り
、
現
在
制

度
が
な
い
県
も
今
後
整
備
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
。
令
和
４
年
４
月
10

日
現
在
の
私
立
高
校
１
年
生
生
徒

数
・
総
生
徒
数
は
共
に
増
加
し
て

い
る
が
、
来
年
度
以
降
は
減
少
傾

向
に
あ
る
と
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、
一
般
財
団
法
人
日
本

私
学
教
育
研
究
所
の
平
方
所
長
が

今
後
開
催
予
定
の
研
修
会
等
を
紹

介
し
た
。

私
立
学
校
法
改
正
法
案
を
説
明
す

る
文
科
省
の
滝
波
私
学
行
政
課
長

　
　
　

第
２
回
常
任
理
事
会
開
催

文
科
省
が
私
立
学
校
法
改
正
法
案
説
明　

令
和
４
・

５
年
度

　
　
　
　

初
の
常
任
理
事
会
を
開
催

、会
務
分
掌
を
決
定 

　

令
和
４
・

５
年
度

文
科
省
が
情
報
端
末

の
整
備
状
況
等
説
明

安井教科書課長八田私学助成課長
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り
、
田
村
前
会
長
を
引
き
続
き
顧

問
に
委
嘱
す
る
こ
と
が
理
事
会
で

承
認
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　

続
い
て
、
令
和
３
年
度
事
業
報

告
案
並
び
に
決
算
報
告
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
福
島
事
務

局
長
に
よ
る
報
告
の
後
、
令
和
３

年
度
監
事
の
山
本
監
事
よ
り
、
会

計
処
理
が
正
確
か
つ
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
の
報
告
が
あ

り
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
吉
田
会
長
が
、
世
界

情
勢
の
影
響
か
ら
か
光
熱
費
等
が

上
昇
し
て
お
り
、
今
後
、
私
立
学

校
へ
の
何
ら
か
の
補
助
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

福
島
事
務
局
長
が
、
令
和
４
年
度

私
学
振
興
全
国
大
会
を
11
月
９
日

（
水
）
に
開
催
す
る
こ
と
、
昨
年

度
ま
で
の
会
場
で
あ
っ
た
「
メ
ル

パ
ル
ク
東
京
」
の
営
業
終
了
に
伴

い
、「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私

学
会
館
）」を
会
場
と
す
る
こ
と
、

会
場
が
狭
く
な
る
こ
と
か
ら
、
中

高
連
と
日
本
私
立
小
学
校
中
学
校

高
等
学
校
保
護
者
会
連
合
会
の
２

団
体
の
主
催
と
な
る
こ
と
を
説
明

し
た
。

局
長
が
、
理
事
会
で
常
任
理
事
が

選
任
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
吉
田
会
長
が
、
会
長
推

薦
の
理
事
・
常
任
理
事
の
承
認
等

に
つ
い
て
は
、
第
１
回
常
任
理
事

会
に
理
事
会
の
権
限
を
付
託
す
る

こ
と
が
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

と
報
告
し
た
。

　

監
事
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
評

議
員
会
が
一
時
中
断
さ
れ
、
各
地

区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
に
よ
る

令
和
４
・
５
年
度
監
事
候
補
者
選

衡
委
員
会
（
長
塚
委
員
長
）
が
開

催
さ
れ
た
。
同
委
員
会
終
了
後
、

評
議
員
会
が
再
開
さ
れ
、
長
塚
委

員
長
が
監
事
候
補
者
を
報
告
し
、

吉
田
会
長
が
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
吉
田
会
長
よ

　

吉
田
会
長
が
、
以
上
の
役
員
人

事
等
に
つ
い
て
は
、
続
く
評
議
員

会
に
提
出
し
、
報
告
や
承
認
の
手

続
き
を
経
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
会
長
推
薦
の
理
事
・
常
任

理
事
の
承
認
等
に
つ
い
て
は
、
６

月
に
開
催
さ
れ
る
第
１
回
常
任
理

事
会
に
理
事
会
の
権
限
を
付
託
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
令
和
３
年
度
事
業
報

告
案
・
同
決
算
報
告
案
に
つ
い
て

は
、評
議
員
会
で
一
括
し
て
報
告
・

審
議
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

り
推
薦
さ
れ
た
常
任
理
事
候
補

者
、
特
例
常
任
理
事
で
あ
る
全
退

連
会
長
、
日
私
教
研
所
長
、
中
高

連
事
務
局
長
を
報
告
し
、
審
議
の

結
果
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

吉
田
会
長
が
、
田
村
哲
夫
前
会
長

の
顧
問
へ
の
委
嘱
に
つ
い
て
諮

り
、
承
認
さ
れ
た
。

団
体
代
表
者
理
事
等
や
、
各
地
区

か
ら
選
出
さ
れ
た
副
会
長
に
つ
い

て
報
告
し
、
こ
の
う
ち
副
会
長
の

選
出
結
果
の
承
認
は
、
こ
の
後
開

催
さ
れ
る
評
議
員
会
に
付
さ
れ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

　

常
任
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
福
島
事
務
局
長
が
各
地
区
よ

　

本
連
合
会
は
５
月
９
日
、東
京
・

私
学
会
館
で
、
第
１
８
８
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
は
令

和
４
・
５
年
度
任
期
の
初
め
て
の

会
議
で
あ
り
、
令
和
４
・
５
年
度

役
員
人
事
、
令
和
３
年
度
事
業
報

告
案
・
同
決
算
報
告
案
が
主
な
議

題
で
あ
っ
た
。

　

理
事
会
は
吉
田
会
長
が
議
長
と

な
り
、
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。
は

じ
め
に
福
島
事
務
局
長
が
、
加
盟

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
第
１
６
１

回
評
議
員
会
で
は
、
冒
頭
、
吉
田

会
長
が
、
学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
の
状
況
等
を
説
明
し
、「
会

長
に
就
任
し
て
15
年
目
を
迎
え
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
教
育
を
お
互
い
に
や
ろ
う
、

自
分
た
ち
一
校
一
校
が
良
け
れ
ば

い
い
わ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な
で

底
上
げ
し
て
私
立
学
校
を
良
く
し

て
い
こ
う
、
そ
し
て
、
創
立
者
の

想
い
を
受
け
継
い
だ
特
色
あ
る
教

育
を
そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
し
て
い
こ

う
、
そ
う
し
た
全
国
の
都
道
府
県

私
学
協
会
の
先
生
方
の
想
い
の
お

か
げ
で
、
中
高
連
の
活
動
は
成
り

立
っ
て
い
る
。
今
日
か
ら
新
た
な

役
員
体
制
と
な
る
が
、
様
々
な
問

題
に
つ
い
て
、
先
生
方
の
お
力
を

お
借
り
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
な
お
、

こ
の
評
議
員
会
は
改
選
期
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
慣
例
に
よ
り
吉
田

会
長
が
議
長
と
な
り
、
議
事
を
進

行
し
た
。

　

は
じ
め
に
福
島
事
務
局
長
が
、

加
盟
団
体
代
表
者
理
事
等
及
び
評

議
員
の
選
出
に
つ
い
て
報
告
し
、

出
席
の
新
任
理
事
・
評
議
員
を
紹

介
し
た
。続
い
て
吉
田
会
長
よ
り
、

各
地
区
に
お
け
る
副
会
長
の
選
出

結
果
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
福
島
事
務

第
１
８
８
回
理
事
会
の
冒
頭
、

あ
い
さ
つ
す
る
吉
田
会
長

第
１
６
１
回
評
議
員
会

第
１
６
１
回
評
議
員
会
開
催

各
地
区
選
出
の
常
任
理
事
等
報
告
承
認

副
会
長
の
選
出
結
果
等
も
報
告
さ
れ
る

令
和
４
・
５
年
度
役
員
人
事
、
令
和
３

年
度
事
業
報
告
案
・
決
算
報
告
案
承
認

第
１
８
８
回
理
事
会
を
開
催
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学
校
施
設
の
耐
震
化
は
、
我
が

国
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
生

命
と
安
全
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
に
は
地
域
の
避
難
場
所
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
か

ら
、
一
日
も
早
く
完
了
す
べ
き
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
感

染
症
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
教

室
及
び
体
育
館
の
空
調
・
換
気
設

備
等
の
整
備
・
改
修
を
は
じ
め
、

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
省
エ
ネ

対
策
、
脱
炭
素
化
対
策
な
ど
の
教

育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
公

立
学
校
は
全
額
公
費
で
措
置
さ
れ

る
の
に
対
し
、
私
立
は
補
助
率
が

原
則
３
分
の
１
以
内
に
止
ま
っ
て

お
り
、
多
額
の
自
己
負
担
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
対
応

が
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
学
校
施

設
の
耐
震
化
を
一
日
も
早
く
完
了

さ
せ
る
た
め
、
公
私
の
別
な
く
そ

の
費
用
の
全
額
の
公
費
負
担
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
教
室
及
び
体

育
館
の
空
調
・
換
気
設
備
等
の
整

備
・
改
修
及
び
施
設
の
省
エ
ネ
・

脱
炭
素
化
の
推
進
の
た
め
の
補
助

に
つ
い
て
も
更
な
る
拡
充
を
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

け
る
「
１
人
１
台
端
末
」
の
運
用

に
関
し
て
、「
平
常
時
の
持
ち
帰

り
活
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
必
要

な
施
策
を
検
討
す
る
」
こ
と
が
明

記
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
公

教
育
に
お
い
て
最
重
要
課
題
と
さ

れ
、
端
末
の
実
質
的
１
人
１
台
化

の
実
現
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
学
校
へ

の
端
末
導
入
に
関
し
て
は
、
改
め

て
学
校
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
、

「
個
人
所
有
に
よ
る
１
人
１
台
端

末
化
」
の
実
現
に
向
け
て
道
を
拓

く
と
と
も
に
、
端
末
の
保
守
・
更

新
等
に
係
る
費
用
の
検
討
も
含

め
、
補
助
の
大
幅
な
拡
充
を
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
機
器
・
設

備
並
び
に
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
の
整
備
等
に
つ
い
て
も
、
公
私

の
別
な
く
実
現
さ
れ
ま
す
よ
う
、

格
別
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

３
．
私
立
高
等
学
校
等
施
設
の

耐
震
化
及
び
コ
ロ
ナ
禍
、
省
エ

ネ
・
脱
炭
素
化
に
お
け
る
空
調
・

換
気
設
備
等
に
対
す
る
補
助
の
拡

充
強
化
【
令
和
４
年
度
予
算
額
：

17
億
８
９
０
０
万
円
】

対
策
に
つ
い
て
は
、
既
に
令
和
４

年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
措
置
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
学
校
経
営
を
直
撃
す
る
こ

と
は
必
至
の
情
勢
で
あ
り
、
今
後

と
も
然
る
べ
き
措
置
の
実
施
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
．
私
立
高
等
学
校
等
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
対
す
る

補
助
の
拡
充
強
化
【
令
和
４
年
度

予
算
額
：
13
億
円
】

　

学
校
に
お
け
る
「
１
人
１
台
端

末
」
の
整
備
は
、
義
務
教
育
段
階

に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
も
と
、
公
立
学
校
で
は

令
和
２
年
度
末
で
整
備
が
ほ
ぼ
完

了
し
た
の
に
対
し
、
私
立
学
校
に

お
い
て
は
、
補
助
率
及
び
補
助
対

象
が
私
立
学
校
の
実
態
と
大
き
く

か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
整
備
が
十
分
に
進
ん
で
い
る

と
は
言
え
ず
、
令
和
４
年
度
か
ら

高
等
学
校
に
お
い
て
必
修
と
さ
れ

て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を

実
施
す
る
環
境
も
十
分
に
整
っ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
６
月
７
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
に

は
、
文
部
科
学
省
に
対
す
る
措
置

要
望
事
項
中
に
、
公
立
学
校
に
お

減
を
図
る
た
め
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
立
高
等
学
校
等
は
、

先
の
見
え
な
い
状
況
の
中
で
、
新

し
い
教
育
へ
の
移
行
、
教
職
員
の

資
質
向
上
、
学
校
運
営
の
効
率
化

等
々
、
様
々
な
課
題
の
解
決
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
最

早
自
助
努
力
の
範
囲
を
超
え
る
も

の
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
政
府
予

算
案
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
私
立

高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助

金
の
一
般
補
助
を
一
層
拡
充
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

特
別
補
助
に
つ
い
て
も
、
国
が

推
進
す
る
「
生
徒
１
人
１
台
端
末

の
整
備
」
に
必
須
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
環
境
の
整
備
推
進
」「
外
部
人

材
活
用
等
の
推
進
」
等
の
教
員
の

負
担
軽
減
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力

育
成
に
資
す
る
補
助
の
拡
充
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

更
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
価

格
を
は
じ
め
諸
物
価
の
急
騰
へ
の

　

つ
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
の
私

立
中
学
高
等
学
校
が
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
必
要
な
教
育
環
境
を
整
備

し
、
引
き
続
き
特
色
あ
る
教
育
を

幅
広
く
提
供
で
き
る
よ
う
、
令
和

５
年
度
政
府
予
算
概
算
要
求
の
編

成
に
当
た
っ
て
は
、
私
立
学
校
振

興
助
成
法
の
基
本
理
念
に
基
づ
い

て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
格
別

の
ご
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
〔
要
望
事
項
〕

　

１
．
私
立
高
等
学
校
等
の
経
常

費
助
成
費
等
に
対
す
る
補
助
の
拡

充
強
化
【
令
和
４
年
度
予
算
額
：

１
０
２
５
億
８
３
０
０
万
円
】

　

私
立
高
等
学
校
等
の
経
常
費
助

成
費
等
に
対
す
る
国
庫
補
助
は
、

私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
９
条
に

基
づ
い
て
各
都
道
府
県
に
交
付
さ

れ
、私
学
助
成
予
算
の
核
と
し
て
、

全
国
の
私
立
高
等
学
校
等
の
教
育

内
容
の
向
上
や
学
校
経
営
の
健
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
し
て
何

よ
り
保
護
者
の
教
育
費
負
担
の
軽

　

現
在
、
国
際
情
勢
が
緊
迫
化
し

急
激
な
円
安
を
は
じ
め
と
し
て
経

済
情
勢
が
混
乱
す
る
中
で
、
我
が

国
で
は
少
子
高
齢
化
が
更
に
進
行

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に

あ
っ
て
も
、
今
後
も
我
が
国
が
国

力
を
維
持
し
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
社
会
的
資
本
と
も
い
え
る

子
供
た
ち
を
、
時
代
の
状
況
変
化

に
も
対
応
で
き
る
真
の
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」（
骨

太
の
方
針
）
に
お
い
て
も
「
人
へ

の
投
資
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
私
立
中
学
高
等
学
校
は
、
如

何
な
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
が
有
為
な
人
材
の

育
成
を
通
じ
て
国
や
社
会
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
、
日
々
教
育
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。　

令
和
５
年
度
私
立
高
等
学
校
等

関
係
政
府
予
算
に
関
す
る
要
望
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日
本
私
学
教
育
研
究
所
は
、
私

立
高
等
学
校
等
の
教
育
及
び
経
営

に
係
る
研
究
事
業
と
と
も
に
、
教

員
の
教
育
力
向
上
の
た
め
の
初
任

者
・
若
手
・
中
堅
教
員
研
修
を
は

じ
め
英
語
指
導
力
向
上
研
修
な
ど

様
々
な
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、上
記
の
研
究
・

研
修
事
業
を
通
し
て
、
私
立
高
等

学
校
等
の
教
育
の
質
の
向
上
に
貢

献
す
る
日
本
私
学
教
育
研
究
所
に

対
す
る
補
助
の
大
幅
な
拡
充
強
化

を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

５
．
日
本
私
学
教
育
研
究
所
研

究
事
業
費
等
に
対
す
る
補
助
の
拡

充
強
化
【
令
和
４
年
度
予
算
額
：

２
０
１
９
万
円
】

　

現
在
、
新
学
習
指
導
要
領
に
対

応
し
て
、
全
て
の
教
員
に
英
語
５

技
能
指
導
力
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導

力
、
理
数
教
育
力
等
の
向
上
や
、

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ 

の
学
び
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
実

践
し
、
21
世
紀
型
教
育
の
象
徴
と

し
て
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
現
代

化
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

校
等
就
学
支
援
金
制
度
の
枠
組
み

で
の
年
収
基
準
及
び
補
助
対
象
上

限
額
の
引
上
げ
を
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
私
立
中
学
校
等
生
徒
等

に
対
す
る
就
学
支
援
金
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
「
家
計
急
変
世
帯
へ

の
支
援
」
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て

修
学
困
難
な
子
供
た
ち
が
転
学
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
な
く
学
業

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も

必
要
な
支
援
の
拡
充
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
私
立
高
等
学

校
就
学
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
私

立
高
等
学
校
の
学
納
金
の
実
態
に

即
し
て
、「
施
設
整
備
費
等
」
も

支
援
の
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、

所
得
階
層
間
格
差
を
是
正
す
る
た

め
、
例
え
ば
、
新
た
な
区
分
を
設

け
、
支
援
金
の
加
算
を
図
る
等
制

度
の
拡
充
を
強
く
要
望
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
専
攻
科
生
徒
へ
の
修
学

支
援
は
、
高
等
学
校
教
育
制
度
上

の
「
専
攻
科
」
と
し
て
、
高
等
学

さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
、
支
援
金
は

年
収
５
９
０
万
円
未
満
世
帯
に
つ

い
て
は
39
万
６
千
円
ま
で
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
年
収
５
９
０
万

円
以
上
世
帯
は
制
度
発
足
時
の

11
万
８
８
０
０
円
（
平
成
21
年
度

地
方
交
付
税
算
定
に
使
用
さ
れ
た

公
立
高
等
学
校
全
日
制
の
授
業
料

年
額
）
に
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で

あ
り
、
年
収
５
９
０
万
円
を
境
に

大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
る
上
、

都
道
府
県
独
自
の
上
乗
せ
実
施
に

よ
っ
て
は
、
都
道
府
県
間
格
差
は

　

４
．
私
立
中
学
高
等
学
校
の
就 

学
支
援
金
等
の
拡
充
強
化 

【
令
和 

４
年
度
予
算
額
：
４
１
４
１
億 

５
４
０
０
万
円
（
公
立
分
含
む
）】

　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制
度

の
拡
充
に
よ
り
「
私
立
高
等
学
校

の
授
業
料
の
実
質
無
償
化
」
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、私
立
の「
施

設
整
備
費
等
」
に
つ
い
て
は
支
援

の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

そ
の
内
容
は
私
立
の
学
納
金
の
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
ま
ま
で
あ
り
、

私
立
高
等
学
校
に
お
い
て
は
「
教

育
の
実
質
無
償
化
」
は
未
だ
達
成

取
る
べ
き

ま
と
め
る

通
信
制
高
校
会
議
、　

対
応
策　

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

　

わ
が
国
で
は
自
殺
対
策
基
本
法

に
基
づ
い
て
、
毎
年
９
月
10
日
か

ら
16
日
を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と

位
置
付
け
て
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
本
連
合
会
も
含
め
関
係
団
体

等
が
連
携
し
て
啓
発
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　

夏
季
休
暇
明
け
に
子
供
や
若
者

の
自
殺
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
厚
生
労
働
省
を

中
心
に
、
文
部
科
学
省
等
と
連
携

し
て
８
月
10
日
か
ら
自
殺
防
止
の

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

小
中
高
校
生
の
自
殺
者
数
は
近

年
増
加
傾
向
が
続
き
、
令
和
２
年

は
過
去
最
多
（
４
９
９
人
）、
令

和
３
年
は
過
去
２
番
目
に
多
い
状

況
（
４
７
３
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ
」
で
は
、

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）

５
５
６
の
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
オ

ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
の
相
談

窓
口
等
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い

る
。

　

文
部
科
学
省
の
「
令
和
の
日
本

型
学
校
教
育
」
の
実
現
に
向
け
た

通
信
制
高
等
学
校
の
在
り
方
に
関

す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
は
、

８
月
29
日
、第
10
回
会
議
を
開
き
、

「
審
議
ま
と
め
案
」
に
つ
い
て
審

議
し
、
基
本
的
に
了
承
し
た
。
た

だ
し
、「
取
る
べ
き
対
応
策
」
の

中
の
「
指
導
体
制
の
在
り
方
」
で
、

「
差
し
当
た
り
少
な
く
と
も
生
徒

80
人
当
た
り
教
諭
等
が
１
名
以
上

必
要
で
あ
る
こ
と
を
基
準
と
し
て

設
定
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
…

こ
れ
は
必
要
最
低
の
基
準
で
あ
っ

て
…
…
」
と
い
っ
た
数
字
を
挙
げ

て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
複
数
の

委
員
か
ら
数
字
が
独
り
歩
き
す
る

こ
と
へ
の
危
惧
や
、
通
信
制
課
程

に
は
多
様
な
生
徒
が
在
籍
す
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
て
、「
通
信
制
課

程
が
適
法
性
を
前
提
と
し
な
が
ら

も
多
様
性
が
発
揮
で
き
る
方
向
性

に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見

な
ど
が
聞
か
れ
た
。

　

し
か
し
同
時
に
、
別
の
複
数
の

委
員
か
ら
は
、
教
育
の
質
を
担
保

す
る
た
め
に
は
数
的
な
規
制
が
必

要
で
あ
り
、
審
議
ま
と
め
案
に
つ

い
て
は
修
正
の
必
要
性
は
な
い
と

す
る
意
見
も
出
さ
れ
、
数
字
の
独

り
歩
き
を
懸
念
す
る
意
見
に
応
え

て
、
最
終
的
に
審
議
ま
と
め
を
一

部
修
正
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は

正
副
座
長
と
事
務
局
（
文
科
省
）

に
一
任
さ
れ
た
。

　

審
議
ま
と
め
案
で
は
、
そ
の
ほ

か
第
三
者
評
価
の
実
施
機
関
の
体

制
整
備
の
推
進
、
所
轄
庁
に
よ
る

指
導
力
の
向
上
、
都
道
府
県
間
の

連
携
協
力
体
制
の
構
築
な
ど
を
提

言
し
て
い
る
。

　

提
言
を
受
け
た
後
、
同
省
は
高

校
通
信
制
教
育
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
改
訂
す
る
予
定
。

文　

部

科
学
省
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が
得
ら
れ
た
」と
好
評
で
あ
っ
た
。

私  

学  

経  

営  

研 

修 

会 

開 

催

　

６
月
２
・
３
日
、
北
海
道
札
幌

市
・
札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
国
際

館
パ
ミ
ー
ル
に
お
い
て
「
躍
進
す

る
私
学
～
未
来
を
つ
く
る
経
営
と

は
～
」
を
研
究
の
ね
ら
い
に
開
催

し
、
定
員
を
超
え
る
124
名
が
参
加

し
た
。
最
新
の
中
央
情
勢
や
北
海

道
私
学
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る

講
演
・
報
告
、
坂
東
元
・
旭
川
市

旭
山
動
物
園
園
長
に
よ
る
基
調
講

演
、私
学
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
教
育
懇
談

会
、
意
見
交
換
会
、
特
色
あ
る
教

育
を
実
践
し
て
い
る
酪
農
学
園
大

学
附
属
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

及
び
北
嶺
中
・
高
等
学
校
の
視
察

を
行
っ
た
。「
私
学
の
課
題
や
今

後
の
私
学
教
育
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
」「
動
物
園
経
営
と
学
校
経
営

の
共
通
性
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
非
常

に
多
か
っ
た
」「
交
友
関
係
が
広

が
っ
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

令
和
５
年
度
は
福
岡
県
福
岡
市

で
６
月
１
・
２
日
に
開
催
予
定
。

教  

育  

課  

程  

部  

会  

開  

催

　

６
月
17
・
18
日
、
大
阪
府
・
大

阪
市
に
お
い
て
「
主
体
的
な
探
究

 

第 

26 

回 

初 

任 

者 

研 

修 

等 
 

事 

業 

検 

討 

委 

員 

会 

開 

催 

　

５
月
９
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
お
い
て
第
26
回
私
立
学

校
初
任
者
研
修
等
事
業
検
討
委
員

会(

平
方
邦
行
委
員
長)

を
開
催

し
、
令
和
４
年
度
の
初
任
者
研
修

地
区
研
修
会(

全
15
地
区)

、
若

手
教
員
全
国
研
修
会
・
中
堅
教
員

研
修
会(

全
３
会
場)

の
基
本
方

針
と
運
営
方
法
に
つ
い
て
協
議
・

決
定
し
た
。

英
語
５
技
能
教
育
特
別
部
会

（ 

東 

日 

本 

エ 

リ 
ア 
）  
開 

催 

　

５
月
12
・
13
日
、
神
奈
川
県
川

崎
市
・
洗
足
学
園
中
学
高
等
学
校

に
お
い
て
開
催
し
た
。
全
国
の
英

語
科
教
員
34
名
が
参
加
し
、
初
日

は
学
校
視
察
や
小
田
千
晶
・
洗
足

学
園
中
学
高
等
学
校
教
諭
に
よ
る

実
践
発
表
、
同
校
英
語
科
教
員
を

交
え
た
研
究
協
議
を
実
施
し
た
。

そ
の
後
はRoss M

alcolm

・
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル

Trainer of English

に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
参
加
者

に
は
「
工
夫
あ
ふ
れ
る
授
業
ア
イ

デ
ア
が
参
考
に
な
っ
た
」「
英
語

で
授
業
を
行
う
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ

た
」「
他
校
の
先
生
方
か
ら
情
報

第　

21　

回　

理　

事　

会  

・ 

第 

11 

回 

評 

議 

員 

会 

開 

催 
　

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
５
月
９
日
、
東
京
都
千

代
田
区
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

に
お
い
て
第
21
回
理
事
会
を
開
催

し
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
案
、

同
決
算
報
告
案
、
役
員
候
補
者
選

出
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
６
月
24
日
、
東
京
都
新
宿

区
・
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お

い
て
第
11
回
評
議
員
会
を
開
催

し
、
第
21
回
理
事
会
で
の
承
認
事

項
（
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
同

決
算
報
告
）
が
報
告
さ
れ
、
令
和

３
年
度
貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財

産
増
減
計
算
書
並
び
に
役
員
案
及

び
評
議
員
の
一
部
変
更
案
に
つ
い

て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。新
任
の
評
議
員
は
田
原
俊
典
・

修
道
中
学
校
・
修
道
高
等
学
校
校

長
。

　

同
日
付
け
の
み
な
し
理
事
会
で

理
事
長
に
吉
田
晋
氏
、
副
理
事
長

に
長
塚
篤
夫
氏
及
び
山
中
幸
平

氏
、
所
長
に
平
方
邦
行
氏
を
選
定

(

再
任)

し
た
。

だ
っ
た
」
等
が
届
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
為
の
研
修
会
対
応
方

針
及
び
対
策
、
最
新
の
開
催
情
報

は
当
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

媛
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教

授
に
よ
る
講
演
Ⅰ
、
午
後
は
石
垣

正
純
・
京
葉
船
橋
法
律
事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
に
よ
る
講
演

Ⅱ
と
研
究
討
議
を
行
っ
た
。
参
加

者
の
感
想
と
し
て
「『
働
き
が
い
』

の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」

「
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
現
状
、

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
つ
い
て
の

対
応
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
」「
リ

ア
ル
な
話
が
共
有
で
き
有
意
義

学
習
の
実
現
に
向
け
て
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
効
果
的
な
活
用
を
考
え
る
～
」

を
研
究
の
ね
ら
い
に
開
催
し
、
定

員
を
超
え
る
128
名
が
参
加
し
た
。

初
日
は
常
翔
学
園
中
学
校
・
高
等

学
校
の
授
業
及
び
施
設
視
察
と

実
践
発
表
、
２
日
目
は
大
阪
コ

ロ
ナ
ホ
テ
ル
を
会
場
に
平
方
邦

行
・
所
長
に
よ
る
講
演
と
為
田
裕

行
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
株
式
会
社
代
表
取
締
役

に
よ
る
基
調
講
演
、
分
散
会
を

行
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
新
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
目
的

や
探
究
活
動
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
」「
全
国
の

先
生
方
の
話
が
聞
け
て
大
変
勉
強

に
な
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

法
人
管
理
事
務
運
営
部
会
開
催

　

８
月
５
日
、東
京
都
千
代
田
区
・

大
手
町
プ
レ
イ
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
新
た
な

時
代
の
働
き
方
改
革
を
目
指
し
て

～
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
法
務
の

視
座
～
」
を
研
究
の
ね
ら
い
に
開

催
し
、
定
員
を
超
え
る
66
名
が
参

加
し
た
。
午
前
は
露
口
健
司
・
愛

秋季・冬季研修会案内 

英語５技能教育特別部会（西日本エリア）

会期：9 月 8 ～ 9 日  会場：修道中学校・修道高等学校（広島県広島市）

全国私学教育研究集会岐阜大会

会期：10 月 20 ～ 21 日  会場：長良川国際会議場　外　（岐阜県岐阜市）

〈これからの時代に対応する私学教育の使命～私学独自の教育の再構築〉

若手教員全国研修会・中堅教員研修会

西日本　会期：9 月 16 ～ 17 日　会場：新大阪丸ビル別館（大阪府大阪市）

東日本　会期：10 月 14 ～ 15 日　会場：フクラシア品川クリスタル（港南）（東京都港区）

〈私学の強みを活かす探求学習～未来の学びをデザインする～〉

次世代リーダー育成部会

会期：11 月 17 ～ 18 日 会場：ANA クラウンプラザホテル松山、愛光中学・高等学校（愛媛県松山市）

〈未来に思いをつなぐ私学のリーダーシップ〉

イノベーション教育 ( グローバル・ICT 活用 ) 研究部会　【受付開始前】

会期：12 月２日　会場：L stay & grow 南砂町（東京都江東区）

※研修会実施案内は、当研究所ホームページからダウンロードできる。

日
私
教
研
だ
よ
り

当
研
究
所
主
催

研
修
会
対
応
方
針


